
今年度の入館者数が３月８日（土）に４５万人を突

破し、過去最高だった昨年度に比べ、早くも５万人上

回りました。４５万人

目となったのは桜小学

校５年の鈴木康介君校５年の鈴木康介君校５年の鈴木康

(11)で、姉の彩夏さん

(18)と来館し、記念セ

レモニーでは、花束が

渡されました。鈴木君

は、「初めて来たけれど、県立図書館は広くてきれいだ。」

と話していました。（写真は記念ｾﾚﾓﾆｰでのｲﾝﾀﾋﾞｭ -）

新年度も”元気ＵＰ  Ｌ３４０”事業を継続

○日時／４月６日（日）、４月２０（日）

○午後１時～３時

○対象／乳幼児から小学生のみなさん

○場所／２階　閲覧室　えほんのへや
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『 新しい自分になる ～春・新生活のすすめ～ 』

　　　　　
    ○期間／３月１８日（火） ～４月１３日（日）

                      第 1 ２回 テーマ展示

          　　          　　郷土資料展示

『 あきた春ごよみ～秋田の魅力再発見シリーズ６～』

          えほんのへや　おはなしタイム

         　         　

　　　　問い合わせ／秋田県立図書館　情報サービス班

第１、第３日曜日に行っています。

第７回ミニコンサート ３月1６日（日）
           　　 

          出演／聖霊女子短期大学 音楽科

『  マザーズタッチえほんの展示  』

　　　　　    ○　　　　　○　　　　　期間／4月２日（火） ～　４月３０日（水）　　　　　期間／4月２日（火） ～　４月３０日（水）　　　　　

                      第 9 回　えほんのへやミニ展示 

桜のつぼみもふくらんでくる季節となりました。昨年度は”元気ＵＰ Ｌ３４０”事業

により開館日数を３４０日に拡大するとともに、県立学校等への図書のセット貸出や研修

会を行い、学校支援サービスの充実に努めてまいりました。なお、新年度についても引き

続き実施することになりました。また、２月には国際教養大学との相互協力の協定を結び、

今後も他大学も含めて連携を図りながらより一層のサービスの充実を図ってまいりますの

で御理解と御協力を御願いいたします。

    ○期間／3月４日（火） ～４月３０日（水）

今月の閲覧室の展示

今年度の入館者数４５万人を達成

 　平成５年の開館以来、過去最高

                          今月の開催予定

○日時／ 4 月２０日（日）午前９時２０分～５０分

○場所／１階　エントランスホール

※詳細は決定しだいホームページなどでお知らせします。

                    次回の開催予定

は、「初めて来たけれど、県立図書館は広くてきれいだ。」

今回は音楽科の学生さんから演奏していただきまし

た。

　　　　演奏曲

○マリンバ独奏　さくら変奏曲ほか○マリンバ独奏　さくら変奏曲ほか○マリンバ独奏　さくら変

○フルート独奏　美女と野獣ほか

○サキソフォン独奏　

　イエスタディほか

演奏後、マリンバを担当

した伊藤さんは「図書館

は初めてでとても緊張し

ました。利用者の皆さんにゆっくり聞いてもらえる

曲があればもっと良かったかもしれません。」と感

想を述べていました。

利用者の皆さんにゆっくり聞いてもらえる



４月の開館日カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

午前１０時～午後 6 時
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ＴＥＬ　０１８－８６６－８４００

ＦＡＸ　０１８－８６６－６２００

　　○平 日／

○休館日の図書や雑誌の返却／入口のブックポスト

　　　　自動応答電話 　ＴＥＬ　０１８－８６６－８４０６発　　　  行 　   　日　   平成２０年 4 月１日

◆県立図書館　開館時間等◆

　　○土日、祝日／

携帯電話用　http://ill.apl.pref.akita.jp/m/ 資料の問い合わせ　　jouhou@apl.pref.akita.jp　資料の問い合わせ　　jouhou@apl.pref.akita.jp　資料の問い合わせ

郷土資料の紹介 ～新着郷土資料の一部を紹介しています～ます～ます

掲示板
　　○休館日／各月の平日の初日（ただし、１２月と１月は除く）

休館日 祝日

　　

○日時：１月８日（火）～４月 20 日（日） 

○会場：午前１０時～午後４時　入場無料 

○場所：展示室 
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午前１０時～午後８時（４月～１０月）

　　　　「雪国の知恵　安全安心なまちづくりのために

　　　　　　　　　（あきたさきがけブックＮｏ．３８）」　　　　　　　　　（あきたさきがけブックＮｏ．３８）」　　　　　　　　　（あきたさきがけブックＮｏ．３８）」　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あきたさきがけブックＮｏ．３８）」　　　　　　　　　（あきたさきがけブックＮｏ．３８）」　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あきたさきがけブックＮｏ．３８）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良　洋／著　秋田魁新報社／編集・発行　２００７．１１（Ｋ４５１）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良　洋／著　秋田魁新報社／編集・発行　２００７．１１（Ｋ４５１）  

まだ記憶に新しい平成１８年豪雪。秋田県内各地で雪による多くの被害が出ました。

秋田雪の会会長でもある著者はこの本を「『雪国の安全・安心なまちづくり』の処方

箋としたい」という思いから稿を起こしたと述べています（本書「はじめに」より）。

雪害、学雪、利雪、治雪、和雪、知雪、楽雪の７つに分け、雪の被害の種類や程度、

雪国の人々の家の工夫、また雪にちなんだ楽しい冬のお祭りなど、雪に関して様々

な点から述べています。雪害では特に１８豪雪をとりあげ詳しく検証しています。

雪と上手につきあって安全・安心に住むには、まず雪をよく知ることが必要ではな

いでしょうか。

　　「笑種似顔絵草紙（わらいぐさにがおえぞうし）」
　 　　　　　　　　　　　　荻津白銀斎／作　無明舎出版／発行　２００７．１１（Ｋ７２６） ．１（Ｋ７２６）  

文政４年（１８２１）年に現在の秋田市保戸野に生まれた秋田荻津家７

代目の荻津白銀斎（本名：勝章）が明治を中心に描いたその当時の人々

の似顔絵をまとめた本です。狩野派の画家で書道や狂歌などの才能もあ

ったとか（本書解説より）。女性・男性、お年寄りから子供まで当時の

さまざまな人々の似顔絵を見ることができます。表情がとても豊かに表

現されており、見る側にその人柄までも伝えてくれるほどです。巻末に

は似顔絵のモデルとなった人の名前や写実した日、年齢など記載されて

いる一覧があり、中には平田篤胤、石川貞直（理紀之助）など有名人の名前を見ることもできます。

解説は秋田佐竹資料館館長によるものです。

特別展示「秋田の昭和文芸同人誌展」

　　 特別整理期間　１２月  １日（月）～８日（月）

　　 年末年始の休館 １２月２８日（日）～

　　　　　　　　　　　　　平成２１年１月３日（土）

◆あきた文学資料館情報◆ 展示内容
○昭和戦前（昭和元年～昭和 18 年）

「街」、「散華」、「秋田文芸」、「処女地帯」、「すずむし」
「潮」、「石蕗」、「叢園」、「白日」、「詩叢」等

○昭和戦後（昭和２０年～昭和６２年）

「月刊さきがけ」、「おばこ」、「秋大文学」、「奥羽文学」
「文芸秋田」、「雪国」、「北国」、「舫」、「密造者」等

いる一覧があり、中には平田篤胤、石川貞直（理紀之助）など有名人の名前を見ることもできます。


